
令和３年度
岩手県アレルギー疾患医療連絡協議会

令和４年２月15日（火）
18：30～20：00

岩手県庁 特別会議室

岩手県保健福祉部健康国保課
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１ 開会
２ 挨拶
３ 委員紹介
４ 会長の互選及び職務代理者の指名について
５ 報告事項
(1) 令和３年度岩手県アレルギー対策事業の実施状況
(2) 岩手県アレルギー疾患相談窓口の開設

６ 協議事項
(1) 岩手県アレルギー疾患医療連絡協議会の在り方について
(2) 令和４年度岩手県アレルギー疾患対策事業について

７ その他
８ 閉会

次 第
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５ 報告事項
（1)  令和３年度アレルギー対策事業の実施状況について

ア 研修会の開催（人材の育成）
令和３年度岩手県学校保健研修会（主催：県教育委員会事務局保健体育課）

イ 情報提供
・岩手県アレルギー相談窓口による患者や家族、医療従事者等に対する適切な情報提供開始

※盛岡医療センターが運営する「アレルギーポータルいわて」と連動【参考資料２】

・食物アレルギー講演会（主催：アレルギーいわて）への後援

ウ 災害時の対応【参考資料３】
庁内防災担当課及び公益社団法人岩手県栄養士会と連携し、災害時、要配慮者へ必要な食料

（アレルギー対応食品を含む、特殊栄養食品）を安全・確実に届けるための体制整備について
の検討

エ 岩手県アレルギー疾患医療連絡協議会の開催
令和４年２月15日（火）WEB開催
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６ 協議事項
（1)  岩手県アレルギー疾患医療連絡協議会の在り方について

協議会の目的（案）

岩手県における適切なアレルギ ー疾患医療および
相談支援のサステナブルな提供体制の樹立
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国のアレルギー疾患対策基本指針の見直しの方向性を踏まえて、本協議会の在り方について御協議いただくもの。

今後の検討課題（案）
○アレルギー疾患を有する者が居住する地域や年代に関わらず等しくアレルギー医療を受けることができるようア
レルギー疾患医療の連携体制を構築する

(1)拠点病院とかかりつけ医の連携体制構築
①拠点病院とかかりつけ医の連携体制の構築に向けた一層の検討

②拠点病院の主な役割の共有

ア 盛岡医療センター
(ｱ)診療
(ｲ)アレルギー疾患医療に携わる医療従事者等の養成（人材育成）
(ｳ)相談窓口を運営し、患者・父兄・教師などに対する情報の提供（情報提供）

イ 岩手医科大学 （診療科横断的、リウマチ膠原病アレルギーセンター）
(ｱ)アレルギーに関する研究
(ｲ)診療
(ｳ)アレルギー疾患医療に携わる医療従事者等のリクルートおよび育成（人材育成）

６ 協議事項
（1)  岩手県アレルギー疾患医療連絡協議会の在り方について
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検討課題（案）

(2) 情報提供
①相談窓口及びポータルサイトの周知の強化
②アレルギー疾患に関する理解を深め正しい知識を普及するための地域住民向け講座等の開催を検討する。特に
学童期における食物アレルギーは、いじめなどにつながる要因でもあり、父兄・教師への情報提供体制は重要。

(3)人材育成
①医師、歯科医師、薬剤師、看護師、管理栄養士等の医療従事者の知識の普及及び技能の向上を図るための
人材育成の充実

②市町村保健師、管理栄養士、教職員等、小児アレルギーの救急対応等の対応力向上
③アレルギー研究に従事する人材の育成

(４)協議会の体制の見直し
委員の追加等について要綱を改正する必要性あり。

(５)その他

６ 協議事項
（1)  岩手県アレルギー疾患医療連絡協議会の在り方について
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６ 協議事項
(2) 令和４年度岩手県アレルギー対策事業について
ア 研修会の開催（人材の育成）

医療従事者、教職員等に対する講習 各２回程度
※会場及びWebとのハイブリット方式で開催
※講習会終了後、アレルギーポータルいわて内研修動画サイトに掲載

イ 情報提供
・アレルギー相談窓口による患者や家族、医療従事者等に対する適切な情報提供

※「アレルギーポータルいわて」と連動させ、相談事例等の情報共有【参考資料２】
※子育てアプリ「いわて子育てiらんど（ｉ－プラ）」（岩手県保健福祉部子ども子育て支援
室運営）との連動【参考資料４】

・地域住民への啓発活動
医療圏ごとの「市民公開講座の開催」 ※医師会との連携 R5年度に向けて検討

ウ 災害時の対応【参考資料３】
庁内防災担当課及び公益社団法人岩手県栄養士会と連携し、災害時、要配慮者へ必要な食料

（アレルギー対応食品を含む特殊栄養食品）を安全・確実に届けるための体制整備

エ 岩手県アレルギー疾患医療連絡協議会の開催
年間２回程度予定
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